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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，マルチメディアビッグデータの不均質さの改善と，マルチメディア
ビッグデータを分析することに取り組んだ．Twitterのユーザの性別を汎用的な特徴量から推定するための手法
の提案や，ユーザの属性を在住者と非在住者に分類する手法の提案，ユーザの観光地での行動の分析などのユー
ザの属性に関する分析に主に取り組んだ．これらの研究成果は，国内会議，国際会議，国際ワークショップ，論
文誌などで発表している．

研究成果の概要（英文）：We worked on the improvement of heterogeneity multimedia big data and the 
analysis of multimedia big data. We proposed methods to estimate the gender of Twitter user from 
general feature value, to classify a user into resident and non-resident, analysis of user's 
behavior at sightseeing spot and so on. We have published these research results at domestic 
conferences, international conferences, international workshops, journals and so on.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では，不均質なメタデータを含むマルチメディアビッグデータの分析について，幾つかの研究に取り
組んだ．ユーザが生成するコンテンツとそれに付与されるメタデータは，メタデータ自体や，コンテンツとの関
係が不均質であることが分析を困難にする場合がある．そのため，本研究では，そのようなマルチメディアビッ
グデータの不均質さを考慮しつつ，ユーザの興味や関心を分析，可視化する研究に取り組んだ．



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
インターネット上には，人々の作成したコンテンツや，メタデータが多く存在し，マルチメ
ディアビッグデータを形成している．マルチメディアビッグデータのメタデータとコンテンツ
を分析することで膨大なユーザの関心や，コンテキストを得ることができる．しかしながら，
それらのコンテンツの全てにメタデータが付与されているわけではなく，付与されていたとし
ても正確とは限らない．そのため，マルチメディアビッグデータの分析には，このメタデータ
の不均質さの解決が非常に重要な課題である．そこで，本研究課題では，これを解決するため
に，マルチメディアビッグデータの不均質さを考慮した分析アルゴリズムの開発に取り組んだ． 
 
２．研究の目的 
モバイルデバイスの普及に伴い，ジオタグや，タグといった多様なメタデータを写真や，動
画などのコンテンツに付与してソーシャルメディアにアップロードするユーザの増加が著しい．
アップロードされたコンテンツからは，撮影者の関心や，コンテキストを，メタデータからは，
コンテンツに関する説明や，撮影状況などの情報を得ることができる．それらの集合体である
マルチメディアビッグデータからは，膨大なユーザについて得られるが，実際には，メタデー
タの不均質さにより，把握することは困難である．そこで，本研究計画では，マルチメディア
ビッグデータのメタデータの不均質さを考慮しつつ，膨大なユーザの関心を分析・可視化する
ためのデータマイニング基盤技術を開発に取り組んだ． 
 
３．研究の方法 
はじめに，研究用のデータを収集するために，Flickr や，Twitter などの複数のソーシャルメ
ディアからAPI を利用してデータを収集した．その後，データベースを構築した．その後，研
究計画調書の研究方法に従い，メタデータの不均質さを考慮したマルチメディアビッグデータ
の分析･可視化アルゴリズムの開発や，不均質さを解消するためのアルゴリズムの開発に取り組
んだ．それらの手法は，人手による評価など，定量的･定性的の両方の側面から評価を行い，有
効性を確認した． 
 
４．研究成果 
本研究課題では，マルチメディアビッグデータの不均質さの改善と，マルチメディアビッグ
データを分析することに取り組んだ．Twitter のユーザの性別を汎用的な特徴量から推定する
ための手法の提案や，ユーザの属性を在住者と非在住者に分類する手法の提案，ユーザの観光
地での行動の分析などのユーザの属性に関する分析に主に取り組んだ．これらの研究成果は，
国内会議，国際会議，国際ワークショップ，論文誌などで発表している． 
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